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人口の動き

11月 1日現在 前月比

人口計 6 3，8 5 5 + 79 
男 30，6 7 5 十 35

女 33，1 8 0 + 44 
世 帯 数 1 7，7 0 7 + 35 
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日本シリーズで優勝したヤクノレ トスワローズのV1

記念サイ ン会が12月2B 、親和銀行大村支庖前特設会

場で聞かれ、チビッ子や家族づれなど約 2，000人がつ

めかけました。

乙の日は、 V1の立役者、松岡投手、大矢捕手、 大

杉内野手、角内野手の4人が参加し ましたが、 来シー

ズンもきっと 碩張ってくれる乙とでし ょう。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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持場でそれぞれの

火の用心生かせ

消
防
署
・
消
防
団
で
は

歳

末

一
特

別

警

戒

を

実

施

酒
や
外
出
の
機
会
が
ふ
え
、
火
に

対
す
る
注
意
が
、
や
や
も
す
る
と

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
例

年
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
が

吹
く
日
が
多
く
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火

気
使
用
が
グ
ン
と
ふ
え
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
時
期
は
、
忘
年
会

ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
l
ー
!
と
飲

火
の
元
の
点
検
を
推
進
す
る
た

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

お
互
い
に
火
の
元
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
の

な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

・つ。

午
後

8
時
は
『
消
防
の
時
間
』

サ

イ

レ

ン

を

鳴

ら

し

ま

す

一ri--
戸

ん
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J

一日

長
崎
県
共
済
農
寄
贈
さ

れ

ま

し

た
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・
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F
祖

業

協

同
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本

市
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も

大
村
市
農
協
か
ら
一

圃
・
・
圃

-----E園

事

邑

会

で

は
、
自
動
車
六
十
一
基
、
松
原
農
協
か
ら
十
一

E
E
-
-司
:E
ja損

害
賠
償
責
任
共
八
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

。

一
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・
司
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，
』
・
圃
四
回
・
圃
済
事
業
に
伴
う
交

市

は
、
市
民
の
交
通
安
全
に

一

一

国
二

、

-4置
・

・

・

・

・

・
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通

安

全

対

策
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一

役

立
つ
よ
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危
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な
所
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設
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圃
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圃

環
と
し
て
、
県
下
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一

一
曙
圃
圃
圃
圃
圃
庄
田
盟
国
歯
固
圃
圃
圃
圃
・
司
司
皿

の
市
町
村
に
対
し
あ
り
が
よ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
一

巳
圃
園
川
園
・

¥
Jヵ

l
ブ

ミ

ラ

ー

を

一
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

め
「
消
防
の
時
間
」
を
午
後
八
時

と
定
め
、
二
十
八
日

t
三
十
一
日

ま
で
、
毎
日
午
後
八
時
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

-
二
十
八
日
午
前
八
時

消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン

(
十
五
秒
吹
鳴
1
六
秒
休
止
|

十
五
秒
吹
鳴
)

-
二
十
八
日

t
三
十
一
日

消
防
の
時
間
(
一
分
間
吹
鳴
)

の相談は

どうぞ

農家の花嫁(婿)

各地区農協支所長さん

または農業委員さんへ

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

国
保
相
談

ご

存

じ

で

す

か

職
場
の
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
(
家
族
)
の
範

②
次
の
人
で
、
被
保
険
者
と
同

一
の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し

て
そ
の
被
保
険
者
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人

肘
被
保
険
者
の
三
親
等
内
の

親
族

川
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
あ

っ
て
、
婚
姻
の
届
け
出
を

し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

婚
姻
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
人
の
父
母
お
よ
び
子

同
附
に
あ
げ
た
配
偶
者
の
死

亡
後
に
お
け
る
、
そ
の
父

母
お
よ
び
子

乙
の
よ
う
に
、
被
扶
養
者
は

一
定
の
親
族
関
係
ま
た
は
親
族

に
類
似
し
た
関
係
を
必
要
と
し

さ
ら
に
①
に
該
当
す
る
人
に

つ

い
て
は
「
生
計
維
持
関
係
」
が

被
扶
養
者
認
定
の
要
件
と
な
る

の
に
対
し
、
②
の
該
当
者
に
つ

い
て
は
「
生
計
維
持
関
係
」
に

加
え
て
「
同
一
世
帯
」
に
属
す

る
乙
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま

す。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

囲
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
す
か

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
と
そ
の
家
族
に
国
保

に
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。
そ
こ
で
、
職
場
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者

(
家
族
)
の
範
囲

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、

次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
被
保
険
者
(
職
場
に
勤
務
し

て
い
る
人
)
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
(
婚
姻
の
届
け
出
は

し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
人
を
含
む
)
、
子
、

孫
お

よ
び
弟
妹
で
あ
っ
て
、
主
と

し
て
そ
の
被
保
険
者
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人



昭和53年12月15日
日111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

りおおむ市政だより(3) 

※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

心
で
す

非
行
や
事
故
の
な
い

楽
し
い
冬
休
み
を

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え

ま
し
た
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
楽
し
い
冬
休
み
が
待
っ
て
い

ま
す
。年

末
、
年
始
は
特
に
多
忙
な
た

め
、
平

4

ど
も
へ
の
関
心
が
う
す
れ

た
り
、
子
ど
も
も
ま
た
、
心
が
ゆ

る
み
、
解
放
的
な
気
分
で
生
活
し

ま
す
。

‘

そ
こ
で
、
家
庭
に
お
い
て
は
一

カ
年
の
反
省
と
'
新
年
に
つ
い
て
の

抱
負
な
ど
に
つ
い
て
「
わ
が
子
」

と
ゆ
っ
く
り
話
し
合
い
の
時
聞
を 少

年

セ

ン

タ

と
り
、
健
康
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
の
育
成
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

特
に
、
次
の
事
項
に
留
意
し
て

ど
指
導
下
さ
い
。

。
あ
い
さ
つ
(
乙
と
ば
使
い
)
な

ど
礼
儀
正
し
い
習
慣
を
育
て
る

@
家
族
の
一
員
と
し
て
家
庭
の
仕

事
を
分
担
さ
せ
る

@
帰
宅
時
聞
を
定
め
、
夜
遊
び
は

絶
対
に
さ
せ
な
い

@
お
年
玉
を
始
め
と
す
る
金
銭
の

収
支
に
つ
い
て
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

て
お
く

一
長
崎
空
港
ビ
ル
か
ら

8
百

万

円

一

一

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

一
こ
の
ほ
ど
、
長
崎
空
港
ビ
ル
市
民
の
た
め
に
、
有
意
義
に
一

一
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
(
松
園
尚
使
用
す
る
考
え
で
す
。
一

一
巳
社
長
)
は
、
市
に
八
百
万
円
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
-

-

寄

付

さ

れ

ま

し

た

。

-

ハ
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

@
服
装
は
学
校
の
き
ま
り
を
正
し

く
守
ら
せ
る

@
危
険
な
遊
び
に
つ
い
て
は
、
わ

が
子
、
よ
そ
の
子
の
区
別
な
く

注
意
す
る

@
子
ど
も
部
屋
で
の
遊
び
に
注
意

し
、
火
気
そ
の
他
の
安
全
を
確

め
る

。
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

も
た
せ
、
地
域
子
ど
も
会
や
諸

団
体
の
行
事
に
参
加
さ
せ
、
団

体
活
動
に
誇
り
を
も
た
せ
る

。
不
審
な
行
為
に
つ
い
て
は
放
置

し
な
い
で
、
子
ど
も
と
納
得
の

い
く
ま
で
話
し
合
い
を
す
る

※
ご
家
庭
で
の
教
育
に
悩
み
を
お

待
ち
の
人
は
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

ど
相
談
下
さ
い
。

電
②
二
四
六
九

寸
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策
」

「
臨
時
措
置
法
|
|
本
市
も
該
当
し

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
長
崎

市
及
び
西
彼
杵
郡
香
焼
町
(
特
定

不
況
地
域
)
の
特
定
不
況
業
種
に

属
す
る
事
業
所
(
①
合
板
製
造
業

②
北
洋
漁
業
、
③
普
通
の
鋼
塊
、

鋼
材
の
半
製
品
ま
た
は
鋼
材
の
製

造
業
(
製
鋼
を
行
う
も
の
に
限
る
)

④
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
製
錬
業
、
⑤

合
成
繊
維
製
造
業
、
@
銅
ま
た
は

亜
鉛
鉱
業
及
び
銅
ま
た
は
亜
鉛
の

製
錬
業
、
⑦
総
ト
ジ
数
五
千
ト
ン

以
上
の
船
舶
の
製
造
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
造
船
台
ま
た
は
ド
ッ
ク

を
使
用
す
る
船
舶
製
造
業
)
と
、

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
二
十
日
以

前
一
年
間
以
上
継
続
し
て
、
市
内

で
事
業
を
行
い
、
最
近
の
受
注
残

高
が
、
前
年
の
受
注
残
高
に
比
べ

て
、
二

O
労
以
上
減
少
し
て
い
る

場
合
、
乙
の
法
律
に
よ
っ
て
市
長

の
認
定
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
ま

す
。認

定
を
受
け
た
事
業
所
は
、
中

小
公
庫
二
千
万
円
、
国
民
公
庫
五

百
万
円
、
商
工
中
金
(
貸
付
限
度

を
設
け
な
い
)
の
運
転
資
金
の
融

資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
市
商

工
観
光
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

E

V
ノ

(

許

可

制

に

つ

い

て

は

該

当
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一

「

戸

し
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一
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〔

屑
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〕

都

市

計

画
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内

一

一

一

卜

画

五

千

ぽ

、

都

市

計

画

区

域

外

一

一

-

F

〈

，

計

万

2

仇
以
上
の
土
地
(
一
団
の
土
一

一

ご

ま

用

地

)

の

取

引

き

な

ど

に

つ

い

て

一

↑

-

h

十

は

、

契

約

す

る

前

に

市

町

村

を

一

~

つ

ド

柄

通

じ

て

県

知

事

あ

て

届

け

出

る

一

円

l

一

土

乙

と

と

な

っ

て

い

ま

す

。

な

お

一

一

知

一

国

何

本

か

の

契

約

で

一

団

の

土

地

一

一

f

¥

と
な
る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。
一

[
事
前
確
認
制
〕
一
団
の
土
地
一

一
乙
の
法
律
は
、
総
合
的
か
っ
と
し
て
届
け
出
の
面
積
以
上
と
一

一
計
画
的
な
国
土
の
利
用
を
行
う
な
る
住
宅
地
(
建
売
り
、
マ
ン
一

一
た
め
の
法
律
で
、
土
地
の
利
用
シ
ヨ
ジ
な
ど
を
含
む
)
の
分
譲
一

一
規
制
を
通
じ
て
乱
開
発
を
未
然
な
ど
を
行
う
場
合
、
県
に
申
請
一

一
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
特
に
土
地
し
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
~

一

の

投

機

的

な

取

引

き

を

抑

制

す

ま

せ

ん

。

一

一
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す

G

-

i

'

f

|
|

a

住
宅
地
と
し
て
の
売
買
に
つ
一

一
本
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
土
い
て
は
、
一
定
の
用
件
を
備
え
一

一
地
の
取
引
規
制
は
、
取
引
の
場
た
も
の
に
は
控
除
や
優
良
宅
地
一

ん
所
、
場
合
に
よ
っ
て
異
な
り
、
の
認
定
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
一

一
許
可
制
、
届
出
制
、
事
前
確
認
※
詳
し
く
は
市
企
画
部
用
地
課
一

一

制

の

三

つ

に

分

け

ら

れ

ま

す

。

へ

一

長
崎
新
幹
線
促
進
期
成
会

み

ん

な

で

加

入

し

よ

う

先
に
お
願
い
し
ま
し
た
入
会
申

込
み
に
つ
い
て
、
町
務
連
絡
員
さ

ん
を
通
じ
て
十
二
月
二
十
日
を
目

標
に
回
覧
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
企
画
課
へ
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いお正月を明る

実施中歳末たすけあい運動

恵
ま
れ
な
い
人
に
善
意
の
募
金
を

「み
ん
な
が
そ
ろ
っ

て
明
る
い

お
正
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

今
年
も
恒
例
の
「
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。乙

の
運
動
は
、

赤
い
羽
根
で
お

な
じ
み
の
共
同
募
金
運
動

(
十
月

t
十
二
月
)
の

一
環
と
し
て
、
十

二
月
に
限
っ

て
行
わ
れ
る
も
の
で

運
動
の
進
め
方
は
、
町
内
会
を
通

じ
て
実
施
さ
れ
る
「
地
域
歳
末
た

す
け
あ
い
」
と
、

N
H
K
が
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
日出
的
に

呼
び
か
け
る
「
N
H
K
歳
末
た
す

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

け
あ
い
」
の

タ
二
本
立
て
'
と
な

っ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
人
に
善
意
の
募
金

を
|
|
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
明
る
い

お
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

登
録
申
請
書
は
必
ず
提
出
を

毎
年
一
月
一
日
で
調
製
す
る
大

村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
登
録
申
請
書
の
受
付
け
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

今
回
の
申
請
書
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す

eE.‘、.z't，‘、
-----s，・
tJ'
、h'
ZE--・、EJ
'e-
，z、
ごご'
・'E
d--J
、.，.
，，ご
，、、
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=Je
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ae-
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=，ご
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ase-
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r't
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-J-
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，-J一
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-ea--e、.

~E
・E
・-E
・E

・--EEE

叩

プ

PEE---E司
ふ

る

さ

と

農

業

ま

つ

り

~

一匹
山

園

調

「

i
f

特
産
物
即
売
会
な
ど
に
ぎ
わ
う
一

n
f
i一一

u
l団
司
自
由
逼
園
田
・
F
よ
昂

喜一キ』・・置
'a園
田
弔
一-
J

L占

4
u
・・

4

毎
i
，

J

-
-
J

町

九

千

4
・
理

一一24
て一》
三

副主

聖
幸
一

蜘

一J

事

Jqて
¥ー
l
麗
一階二小、
U

4農
業
の

振

(

主
催

・
長
崎
県
な
ど
)
が
、

一

、
一

討
論
闘
雄

一二

予

昌
明
」

二
六

三

崎

興
を
図
ろ
う
4

市
民
体
育
館
や
市
役
所
周
辺
で

川

い

院

暗

暗
圏
一
ヤ
論
調
当

44J¥{
¥一い
い
と
十
一
月
二
十

聞
か
れ
、

郷
土
芸
能
大
会
や
特

川

一/
詞
軒誼
司
417三

一-通

認

五
日

t
二

十

七

産

物
展
示
即
売
会
、
ソ
フ
ト
ボ
叫

一

1

V

十
回・・E

F
u
t
-
-E
韓

三

三

rii
(
日
の
三
日
間
、

l
ル
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な

(

"
一ji
z

r
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ロ
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勤
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長

崎

県

ふ

る

さ

ど

で

に

ぎ
わ
わ
ま
し

た

。

~

2
2諮
問
件
同
Fa7・

聞
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一

と
農
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ま
つ
り

い
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ロ
月
は
固
定
資
産
税
四
期
分
の
納
期
月

早
目
に
納
め
ま
し
ょ
う

の
で
、
記
載
上
の
注
意
事
項
を
よ

く
読
ん
で
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

資
格
を
有
す
る
人
大
村
市
農
業

委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有
す

る
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
十
ア
ー
ル
(
一
反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る

人

(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
)

②
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

申
請
期
間

来
年

一
月

一日

t
十

同
H

提
出
先

農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
各
出
張
所

※
申
請
書
は
各
実
行
組
合
長
を
経

山
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配

布
し
ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
、

資
格
が
あ
っ
て
も
実
行
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
、

農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
出

一

資
ム
削
A

-

一

口

同

一

者
↑

以
-判
H
M

険

険

一

保

ミ

一
一
持
一
一

一

院

船

-

厚
生
年
金
保
険
及
び
船
員
保

一
険
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

-
住
宅
の
新
築
、
購
入
、
増
改
築

.
な
ど
を
す
る
と
き
に
は
、
年
金

一
積
立
金
還
瓜
融
資
と
い
う
必
要

…
な
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
る
こ

一
と
は
、
す
で
に
ど
信
じ
の
乙
と

と
思
い
ま
す
。

一
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、
原

一
則
と
し
て
資
金
を
事
業
主
に
対

-
し
て
貸
付
け
、
そ
れ
を
被
保
険

長崎県年金福祉協会発足.ゲ

張
所
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

者
(
従
業
員
)
の
人
に
転
貸
を
一

さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て

い
る
た
め
に
と
く
に
中
小
企
業
一

で
は
、

事
務
手
続
き
の
煩
雑
さ

長
年
の
返
済
資
金
の
管
理
及
び
一

債
務
保
証
の
責
任
な
ど
が
あ
る

乙
と
か
ら
、
十
分
に
活
用
さ
れ
一

て
い
な
い
面
が
見
ら
れ
て
い
ま
一

し

た

。

一

そ
乙
で
、
長
崎
県
で
は
、
乙
一

の
申
込
み
か
ら
貸
付
け
、
返
済
…

終
了
ま
で
の

一
切
の
煩
雑
な
業

一

務
を
事
業
主
に
代
行
し
て
行
う
…

機
関
と
し
て
「
社
団
法
人
・
長
一

崎
県
年
金
福
祉
協
会
」
の
設
立

…

を
認
め
、
乙

の
ほ
ど
厚
生
大
臣

一

の
認
可
を
得
て、

被
保
険
者
の

…

皆
さ
ん
の
持
家
制
度
の
促
進
と
一

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
し
…

ま

し

た

。

一

な
お
、
詳
し
い
乙
と
に
つ
い
一

て
は
、
お
気
軽
に
左
記
へ
お
間

一

い

合

せ

下

さ

い

。

一

長
崎
市
元
船
町
一
O
|
七

社

団

法

人

一

長
崎
県
年
金
福
祉
協
会

…

曾
長
崎
@
l四
八
九
一

一
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

飲
酒
運
転
は

絶
対
に
や
め
よ
う

ち
ぷ
っ
と
一
杯
が
事
故
の
も
と

十
二
月
は
、
一
年
の
う
ち
で
、

最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。

特
に
年
末
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も

歩
行
者
も
、
気
分
的
に
何
か
と
あ

わ
た
だ
し
く
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
交
通
渋
滞
が
ひ
ん
ぱ

む

一
次
の
国
庫
債
券
を
持
っ
て
い

一
る
人
を
対
象
に
買
上
げ
償
還
の

↑
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

該
当
者
は
市
福
祉
課
社
会
係

一
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
貫
上
げ
条
件
生
活
困
窮
者

一
第
二
回
特
別
弔
慰
金

一
い
号
十
一
万
一
千
七
百
円

ん
に
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ
で
、

と
も
す
れ
ば
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
、
無
理
な
追
い
越
な
ど
の
違

反
運
転
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

す。
な
か
で
も
、
乙
の
時
期
に
ふ
え

る
の
が
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
で

す。
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
は

ス
ピ
ー
ド
違
反
、
わ
き
見
運
転
に

ろ
号
十
三
万
六
千
百
円
↑

ぷ
買
上
げ
期
間
は
来
年
六
月
十
…

四

日

ま

で

…

第

四

回

特

別

給

付

金

一

ぃ

、

ろ

、

は

、

に

号

一

二

十

一

万

六

百

円

一

※
買
上
げ
期
間
は
来
年
十
月
三
一

十
日
ま
で

国
庫
債
券
を
買
上
け
ま
す

次
い
で
多
く
、
そ
の
死
亡
率
た
る

や
、
平
均
の
三
・
二
倍
と
い
う
高

率
で
す
。

年
末
年
始
は
、
特
に
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
「
こ
の

程
度
な
ら
大
丈
夫
」
|
|
乙
れ
が

文

化

財

を

大

切

に

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

一
番
危
な
い
の
で
す
。

絶
対
に
飲
酒
運
転
し
な
い
よ
う

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗
者
や

周
囲
の
人
々
も
注
意
し
あ
い
ま
し

ょ'つ。

土
木
工
事
な
ど
注
意
し
て

十

一
月
十
五
日
号
に
も
、
文
化

財
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
よ
び
か

け
ま
し
た
が
、
開
発
事
業
に
関
連

し
て
、
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら

問
題
を
起
し
て
い
る
所
が
多
い
の

で
、
県
教
育
長
か
ら
も
指
導
方
に

つ
い
て
依
頼
が
き
て
い
ま
す
。

開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
土

利
用
法
、
文
化
財
保
護
法
な
ど
で

規
制
さ
れ
た
点
が
あ
り
ま
す
の
で

乙
の
点
十
分
協
議
検
討
の
上
、
文

化
財
の
保
護
と
事
業
の
円
滑
な
推

進
を
は
か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
土
木
工
事
な
ど

で
、
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物

や
地
下
に
あ
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
私
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
計
画
の
段
階
で
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
に
必
ず
ど
連

絡
下
さ
い
。

「
1

1

未

納

の

市

税

を

ど

i

s
e
-
-

年

内

に

完

納

を

:
:
L

年
末
は
一
年
の
総
し
め
く
く
り

を
す
る
と
き
で
す
。

た
だ
い
ま
滞
納
市
税
の
年
末
一

掃
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
税
や
保
険
税
を
未
納
の
人
は

年
内
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た

早
目
に
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

わ

が

ガ
ス
は
、
燃
焼
中
に
空
気
(
酸

H

素
が
足
り
な
く
な
る
と
、
不
完

一
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
一
酸
化
炭

素
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
が

…
乙
れ
が
怖
い
の
で
す
。

ど
の
く
ら
い
怖
い
か
と
い
う

…
と
、
空
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃

日
度
が
一
・
二
Mm
に
な
る
と
、
人

…
聞
は
一
分

t
三
分
の
聞
に
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、

0
・
二
ハ
Mm
の
濃
度

で
も
、
二
十
分
間
で
頭
痛
、
め

…
ま
い
、
吐
き
気
を
も
よ
お
し
、

…
そ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
二

…
時
間
で
死
亡
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ガ
ス
の
不
完
全

.
燃
焼
を
防
ぐ
に
は
、
常
に
新
し

い
空
気
を
取
り
入
れ
、
古
い
空

日
気
を
出
し
て
や
る
|
|
乙
の
繰

日
り
返
し
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
換
気
扇
を

な
お
、
市
役
所
、
各
出
張
所
は

二
十
九
日
か
ら
年
末
休
暇
に
入
り

ま
す
の
で
、
お
く
れ
て
い
る
市
税

な
ど
は
、
指
定
金
融
機
関
(
親
和

銀
行
各
支
庄
、
十
八
銀
行
各
支
庖

F 晶司

雪氷

換

気

の取
り
付
け
た
り
、
ガ
ス
ス
ト
!
日

ブ
使
用
の
場
合
は
三
十
分
に
一

度
は
窓
を
聞
け
る
な
ど
、
い
つ
…

も
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入
れ
る
…

乙
と
で
す
。

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
、
閉
め
…

切
っ
た
部
屋
で
長
時
間
ガ
ス
を

使
う
の
は
酸
欠
事
故
を
起
こ
す
…

も
と
で
す
。

最
近
の
住
宅
は
、
ア
ル
ミ
サ

ツ
シ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
部
一

屋
の
気
密
性
は
一
段
と
よ
く
な

っ
て
お
り
、
昔
の
木
造
家
屋
の
…

よ
う
な
グ
自
然
換
気
4

は
、
ほ

と
ん
ど
望
め
ま
せ
ん
。

換
気
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

・

つ

。

日

西
九
州
信
用
金
庫
大
村
・
竹
松
支

居
、
九
州
相
互
銀
行
、
大
村
市
農

協
及
び
各
支
所
、
松
原
農
協
)
を

ど
利
用
下
さ
い
。
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お

塗
射
と
換
診

圏
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

1月の健康相談日程

日 I9:00""""11:00 I 13:00-16:00 
10 --一一一一一 妊婦教室(第l回)

17 乳幼児相談 妊婦教室(第2回)

24 一一一一一一-妊婦教室(第3回)

2~ 妊婦相談 一般健康相談

31 F戸ーー---ーー一一一ーーー一一一一ー-ー一- 妊婦教室(第4回)

検
診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
f

ド

日
時
十
二
月
二
十
一
日

午
前
九
時

t
十
時
、
午
後
一
時

t
二
時
(
受
付
)

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

も

よ

お

し

-
冬
休
み
「
親
と
子
の

映
画
の
つ
ど
い
」

主
催
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所
十
二
月
二
十
七
日

。
午
前
十
時
三
十
分

t
十
一
時
三

十
分
(
中
地
区
公
民
館
)

O
午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
三
十

1月の日曜・祭日当番医

日|診療科目| 医院名|所在地|電話

3-5575 

整形外科牟田整形外科古2 丁町目2-4501 

内科l松 尾 医可玖島町2-4412 

整形外科貞松整形外科東本町 3-4808 

31l 2化器副i南野内科西三馴
3-3731 

産婦人科後藤産婦人科本西大村町 2-60Hi 

西三城町 2-2056 

7 外科牧山医院宮2小丁路目5-7831 

武部郷2-4000 
14 

西本大村町皮泌尿膚器科科黒4 木医院 4-0211 

東本町2-3878 

内科野口内科本西大村町2-2339 

内 科 松井医院久原郷3-6624 
21 

外科 渡辺医院ーの郷5-8546 

|内科十医日2捌

28 外科 中 島 外科西三城町2-3875

※ 

下
水
道

て
ど

ぎ
な

過
面

を
育

歳
発

ーや
f
」
ふ
J

。

王
つ
い

、
?
レ
キ

ο

は
の
下

談
ん
用

相
さ
利

児
子
ご

幼
お
に

乳
の
談

の
ら
相

こ
か
の

※
 

-3歳
児
検
診

対
象
昭
和
五
十
年
六
月
生
ま
れ

の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
四
十

九
年
十
二
月
か
ら
五
十
年
五
月

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
ま
だ

街
の
顔
で
す

心
で
す

…
交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

一
日
時
十
二
月
二
十
六
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

~三l

日
時

毎
月
第
四
水
曜

旦 i

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

厚
生
・
国
民
年
金
相
談

十
二
月
二
十
七
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
本
町
広
場

作
品
数
三
十
九
点

※
作
品
の
大
き
さ
は
ヨ
コ
が
一
・

五
れ
、
タ
テ
が
九

O
明
で
す
。

分
(
中
央
公
民
館
)

対
象
小
学
校
全
学
年
、
青
少
年

一
般

入

場

料

無

料

映
画
・
動
物
映
画
の
最
高
傑
作

「
名
犬
ジ
ョ
ン
」

・
日
本
昔
ぱ
な
し
「
乙
ぶ
と
り
じ

い
さ
ん
」

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
へ

曾

②

l
二
四
六
九

午前g時~午後s時

-
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
展
示

V

一-3-1-t-zref-Jt-r

、-z，

t
f
r，
zz〉
et--

、zt〈
f
J
;〉
-'ezkf't-f'r
 

い

1
月

刊

日

は

「

成

人

の

日

」

ん

A

f

h

w

 

~

現

在

名

簿

作

成

中

J

~
一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
さ
れ
た
人
で
確
認
さ
れ
た
い
人
ザ

J

で

す

。

は

連

絡

を

お

願

い

し

ま

す

。

へ

A

乙
の
「
成
人
の
日
」
を
有
意
今
回
の
該
当
者

V

~
義
な
も
の
に
す
る
た
め
、
市
は
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
此

い
新
成
人
代
表
者
で
構
成
し
て
い
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ん

~

る

成

人

式

実

行

委

員

会

と

共

に

ま

で

に

生

ま

れ

た

人

目

へ
式
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

f

連
絡
先

V

市
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
住

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ん

~
民
票
を
基
に
し
て
名
簿
を
作
成

》

し

て

い

ま

す

が

、

転

入

・

転

出

《

U

，，‘
τ
J
-

、，，
tz、‘、，ご
'd
J

，‘、
-
J

二.，
z，Z
ご、，，一

'a

一』・、
.
J

二二，
z、ご、，.，，
三ご一、百，
z，ご，、‘

.
J
τ
4

，，‘二、
-
4
.

，，F

，ご工、‘，
='z・

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

診療時間

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
共
同

製
作
し
た
壁
画
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け

下
さ
い
。

キ
+
一
催
大
村
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会

日
時
十
二
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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※ 

ロ
月
は
固
定
資
産
税
四
期
分
の
納
期
月

早

目

に

納

め

ま

し

ょ

う

昭和53年12月15日
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ー
募

集

-
新
有
権
者
感
想
文

成
人
を
迎
え
た
人
、
ま
た
、
迎

え
る
人
の
新
成
人
と
し
て
の
感
想

ゃ
、
選
挙
を
経
験
し
た
乙
と
な
ど

に
よ
り
、
地
方
自
治
や
国
政
へ
の

参
加
に

つ
い
て
感
じ
た
こ
と
な
ど

の
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

字
数
二
千
字
以
内
(
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
)

応
募
資
格
昭
和
三
十
三
年

一
月

一日

t
昭
和
三
十
四
年
十
二
月

三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

締
切

来
年

一
月
三
十
一
日

〈
当

日
消
印
有
効
)

提
出
先
長
崎
県
選
挙
管
理
委
員

会
(
長
崎
市
江
一戸
町
二
の
二
ニ
)

り

入
選
発
表
来
年
三
月
下
旬

賞
最
優
秀
、
入
賞
に
は
自
治
大

臣
、
佳
作
に
は
財
団
法
人
・
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
の

賞
状
と
次
の
副
賞
を
贈
り
ま
す

。
最
優
秀
一
篇
五
万
円

。

入

賞

五

篇

各

三

万

円

。

佳

作

若

干

各

一

万

円

応
募
上
の
注
意

付
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
、
生
年

月
日
、
職
業
を
原
稿
の
末
尾
に

明
記
す
る
乙
と
(
字
数
制
限
外
)

同
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
も
の

で
あ
る
乙
と

同
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

の
た
め
自
由
に
利
用
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と

回
乙
の
感
想
文
の
募
集
が
行
わ
れ

る
乙
と
を
知
っ
た
媒
体
名
(
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
市
政

だ
よ
り
な
ど
)
を
記
入
す
る
こ

とス
ポ

i

ツ

-
県
下
一
周
駅
伝

予

選

会

第
一
回
予
選
会

十
二
月
二
十
三
日
(
土
〉

第
二
回
予
選
会

一
月
十
四
日

(日〉

第
三
回
予
選
会

一
月
二
十
日
(
土
)

〔コ

I
ス
〕
萱
瀬
十
キ
ロ
コ
ー

ス
〔
集
合
場
所
〕
県
立
ろ
う
学

校
校
庭
〔
受
付
〕
午
後
二
時

〔
ス
タ
ー
ト
〕
午
後
三
時

一

ー

ー

工

業

統

計

調

査

こ

に

あ

り

ま

せ

ん

。

一

一

1

1

調
査
員
が
各
事
業
所
に
お
何
一

ご

協

力

を

|

|

い

し

て

調

査

票

の

記

入

を

お

願

一

.

い

し

ま

す

の

で

、

年

末

、

年

始

-

で
お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
お
手
一

一

，

製

造

業

の
国
勢
調
査
ρ

と

す

。

一
い
わ
れ
る
「
工
業
統
計
調
査
」

乙

の

調
査
の
結
果
は
さ
ま
ざ
数
と
は
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
一

く
ど
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
日

一
が
、

今
年
も
十
二
月
三
十
一
日
ま
な
需
要
予
測
や
都
市
計
画
な

一

現

在

で

行

わ

れ

ま

す

。

ど

園
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
い
し

ま

す

。

一

一

こ

の

調

査

は
全
国
の
す
べ

て
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
-
一
一
時
品
川
「
司
/
ヘ
h

ヨ

一

一
の
製
造
工
業
や
製
造
業
の
本
社
り
で
な
く
、
民
間
企
業
の
経
営
ご

F
働

V
竹
溺
1

一

‘
、
河
内
日
係
V伺
-

一
本
居
を
対
象
と
し
て
、
従
業
者
指
針
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
~
壁
一
江
主
伺
い
命

Y
一

一
数
、

原
材
料
使
用
額
、

製

造

品

て

い

ま

す

。

，

三

重

対

?

匂

i

一

一
出
荷
額
な
ど
を
調
査
し

、

わ

が

調

査

票
に
書
か
れ
た
各
事
業

τ.(彫

代

一

一

国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
所
の
内
容
は
、
統
計
以
外
の
た

F
S知
山

一

一
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
め
に
用
い
ら
れ
る
乙
と
は
絶
対

2
2
3
5
2

一

後主
援催

大
村
市
陸
上
競
技
協
会

市
教
育
委
員
会

-

車

球

大

会

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

町

宝
輪
寺
、
宮
崎
秀
門
会
長
ほ
二
丁
目
)
大
正
琴
一
台
マ
老
一

か
四
人
)
舞
踊
慰
問
マ
林
田
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
盆
栽
愛
好
親
一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
三
千
円

一
一主
主
い

J

一
敬

称

略

マ

橋

口

久
雄

(
一
の
郷

・
亡
父
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
小
百
合
さ
ん
ほ
か
三
人
(
玖
島

和
会
(
田
川
正
夫
会
長
ほ
か
三

一

定
作
)
五
万
円
を
大
村
市
身
体
マ
第
七
高
射
特
科
群
本
部
管
理
中
)
み
か
ん
二
十
キ
ロ
マ
古
人
)
盆
栽
手
入
れ
マ
池
田
郷
-

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

障

害

者

団

体

連

合

会

へ

中

隊

(

堤

恒
康
中
隊
長
〉
一
万
町
二
丁
目
老
人
ク
ラ
ブ
五
日
会

木
曜
会
(
代
表
者
山
本
満
男
)

E

一

マ
針
山
ア
キ
ヨ
ハ
小
路
口
本
町

¥

;

九

千

六

百

五

十

二

円

を

大

村

子

(

町

永

安

蔵

会

長

)

慰

問

と

み

一

J-般寄
付

一
一

敬

称

略

甘

藷
三
十
六
キ

ロ
マ
船
本
行

一

亡
夫
秀
雄
)
十
万
円
マ
梅
本

f

A
3

9

1

1

1

i

l

供

の

家

へ

か

ん

二
十
キ
ロ

、
石
齢
九
十
個

一

一
和
郎
(
南
高
来
郡
小

浜

町

・

亡

社

会

福

祉

事

業

費

ヘ

清

和

圏

へ

タ

オ

ル

四

十

五

本

、

衣

類

六

点

徳

(久
原
団
地
)
ト
マ
ト
四
.
一

一

父
源
吉
)
五
万
円

マ
高
松
竜
生

(徳
泉
川
内
郷
)

マ
長
崎
玉
扇
会

(
長
崎
市
上

戸

雑

巾

九

枚

マ

永

松

勇

(
古

町

五

キ

ロ
、
バ
ナ
ナ
八
・

五
キ

ロ

一

おおむ

日
時

十
二
月
二
十
四
日

午
前
十
時
か
ら

場
所
市
民
体
育
館

種
目
〔
単
〕
中
学
男
女
、

高
校

男
女
、
一
般
男
A
・
B
、
一
般

女
〔
複
〕
高
校
男
女
、
一
般
男

女※
一
般
男
A
は
県
体
出
場
程
度

の
経
験
者

参
加
料
〔
単
〕
中
学
二
百
円

高
校
・
一
般
三
百
円
〔
複
〕
四

百
円

申
込
締
切

十
二
月
二
十
二
日

申
込
先
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

主

催

大

村
卓
球
協
会
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(8) 

八
市
役
所
の
年
末
・
年
始
の
仕
事
案
内
〉

市
役
所
の
一
般
事
務
は
十
二
月

二
十
九
日

l
来
年

一
月
三
日
ま
で

休
み
ま
す
が
、
一

部
は
次
の
と
お

り
仕
事
を
し
ま
す
。

i
S
3
i
i
j〆

転
入
、
転
出
、

諸

ヘ常
一
塁
諜
山

f
i
L
ui
ku
証
明
の
事
務
は
行

い
ま
せ
ん
が
、
出
生
、

死
亡
、
婚

胴
な
ど
の
届
け
出
は
宿

・
日
直
で

受
付
け
ま
す
。

市
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
ご
み
処

理
手
数
料
、
住
宅
使
用
料
の
収
納

事
務
は
、

十
二
月
三
十
日
(
午
前

中
)
ま
で
行
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
納
入

は
、
休
務
中
も
午

後
五
時
ま
で
水
道
部
の
窓
口
で
受

付
け
ま
す
。

十
二
月
三
十
日

と
一
月
二
日
は

午
前
中
診
療

(
内
科
、

外
科
、
小

児
科
、
産
婦
人
科
、

歯
科
)
し
ま

す。
急
患
の
場
合
は
、
い
つ
で
も
当

直
医
師

(内
科
お
よ
び
外
科
)
が

診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

十
二
月
二
十
七
日

t
一
月
四
日

ま
で
休
館
し
ま
す
。

五
日
か
ら
平
常
通
り
開
館
し
ま

す。訴
審
怠
示
品
川

十
二
月
二
十
八
日
と
一
月
四
日

は
午
後
五
時
で
閉
館
し
ま
す
。

五
日
か
ら
平
常
通
り
開
館
し
ま

す。

i
J

年
の
瀬
を
迎
え
、

介業
縛
欝
叫

;
r
F
J
fj
、、¥

家
庭
内
外
の
清
掃

が
行
わ
れ
る
乙
と
で
、
平
常
に
な

い
多
量
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
収
集

業
務
が
停
滞
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

@
一
般
家
庭
ご
み

年
末
は
三
十
日
ま
で
収
集
し
ま

す
が
、
巡
回
収
集
の

つ
ど
う
で

二

十
七
日
、

二
十
八
日
が
最
終
日
の

と
乙
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
み

は
早
目
に
出
し
、
容
器
に
は
い
り

き
ら
な
い
ご
み
は
、
散
乱
し
な
い

よ
う
な
方
法
で
ご
み
容
器
の
脇
に

出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
台
所
の
ど
み
は
水
気
を

よ
く
切
り
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

出
し
て
下
さ
い
。

ど
み
が
多
量
に
出
た
場
合
は、

清
掃
課
ま
で
搬
入
し
て
い
た
だ
く

と
な
お
結
構
で
す
。

@
不
燃
物

第
四
週
目
の
最
終
収
集
日
が
十

二
月
二
十
八
日
と
な
っ
て
い
ま
す

決
め
ら
れ
た
物
を
、
決
め
ら
れ

た
日
に
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

乙
れ
以
外
に
持
ち
出
し
て
も
収

集
で
き
ず
、

集
積
所
は
見
苦
し
い

状
態
で
年
を
越
す
乙
と
に
な
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
乙
と
が
な
い
よ
う

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。@
し
尿
汲
み
と
り

許
可
業
者
に
よ
る
汲
み
と
り
業

務
は
三
十
日
ま
で
行
い
ま
す
が
、

汲
み
と
り
を
必
要
と
す
る
家
庭
は

早
自
に
担
当
業
者
へ
ど
連
絡
下
さ

十
二
月
に
汲
み
と
っ
た
と
乙
ろ

は
、
小
さ
な
便
槽
で
満
杯
状
態
の

も
の
を
除
い
て
は
、
再
度
の
汲
み

と
り
が
で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

※
年
が
明
け
て
の
清
掃
業
務
は
一

月
五
日
か
ら
行
い
ま
す
が
、
不

燃
物
の
持
ち
出
し
が
一
月
一
日

t
三
日
に
当
る
町
内
は
、
四
日

に
収
集
し
ま
す
の
で
一
月
三
日

に
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た

一
月
か
ら
不
燃
物
の
収
集
日
が

祝
祭
日
に
当
る
場
合
は、

翌
日

54年 1月.....4月

町 内 名 収集日 1月 2月 3月 4月

三浦地区各町内 鈴田地区各町内 c1月は特に4日) 第1月曜日 4 5 5 2 
東浦前舟津外浦小路.下久原.上久原.久原官舎後木場.向木場.岩舟. 第1火曜日 6 6 
日向平.上小路 須田ノ木.岩舟住宅.久原第2団地c1月は特に4日と16日) 第3火曜日 16 20 20 17 
久原団地. 本小路. 片町第1・第2. 本町第1・第2. 西本町第1・第2 第1水曜日 7 

室主
4 

東本町. c1月は特に4日と17日) 第3水曜日 17 21 18 i 

三城第1・第2. 水主町. 武部 田の平. 小佐古. 柴田. 大佐古. 第1木曜日 4 I 1 1 
水田 1区. 向陽町 第3木曜日 18 15 15 19 
-赤佐古. 旭町団地. 草場. 池の坊. 駅前アパート. 坂口. 第1金曜日 5 2 2 
常盤団地. 池田. 池田 9区・ 10区・ 11区. 池田アバート. 第3金曜日 19 16 16 
上諏訪. 下諏訪. 東諏訪. 中諏訪. 諏訪7区・ 8区. 諏訪1区. 第1土曜日' 6 3 3 7 
乾馬場. 古町2丁目. 古町5区・ 6区 第3土曜日 20 17 17 21 
荒平.7.1<計 徳泉川内 大多武. 雄ケ原. 横山頭 第2月曜日 8金 12 
古町.中央町.乾馬場住宅.水田.水田 2区.上杭出、津.下杭出津. 第2火曜日 9 I 13 13 10 
杭出津3区・ 4区. 新城. 協和町. 松山町. 辻田町 第4火曜日 23 27 27 24 
松並1・2丁目. 昭和通り. 西小路. 植松. 小路口第3住宅. 第2水曜日 10 14 14 11 
植松住宅. 松並第二(西大村本町) 第4水曜日 24 28 28 25 
古賀島町. 森園町. 桜馬場第1・第2. 富の原1・2丁目. 堺町. 第2木曜日 11 8 12 
原口町. 原口住宅. 今津町 第4木曜日 25 22 22 

: 
大川田町.竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町.小路口本町. 第2金曜日 12 
鬼橋町. 竹松町 宮小路1・2・3丁目 . 黒丸町 宮小路九電社宅. 第4金曜日 26 23 23 
沖田.寿古.皆同.今富.立福寺.弥勤寺.矢上.草場.橋本.宮本. 第2土曜日 13 10 10 
浦1区・ 2区.南松本.北松本.久津.寺本.梶ノ 尾.山下.梶ノ尾団地 第4土曜日

立宣
24 24 

野田.重井田.北木場今山.東光寺.野岳北・南.野田(松原).平原.武留路 第3月曜日 19 19 16 
黒木 北J!I内. 南川内. 久良原. 中岳. 田下. 宮代. 原. 荒瀬 第4月曜日 22 26 26 23 
0印のところは祭日ですので、翌日の収集となります。

表割日集収物燃不
収
集
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
ご
み

・
し
尿
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
清
掃
課

へ

曾
②
!
三
五
三
九

禽
②
|
二
八
一

四
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